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図２ 土留め壁水平変位の解析値との対比 

表１ 解析に用いた土質パラメータ一覧表 
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１．はじめに 

 ＪＲ東海道線支線地下化・新駅設

置事業は，大阪駅北地区の西端地上

を南北に走行している東海道線支線

を大阪駅側に移設・地下化すること

により，鉄道と道路との交差部分の

解消を図る工事である．本工事では，

開削工法により地下構造物を構築す

る．過去の大阪平野での開削トンネ

ル工事において，軟弱粘土地盤を開

削掘削中に土留め壁の水平変位が設

計値を上回る報告がなされており 1)，

本工事でも同様の事象が懸念される．

本稿では，軟弱粘土地盤において営

業線から離れた先行工区での土留め

壁の変形挙動と解析を対比し，後行

工区において水平地盤反力係数の影

響を検証した結果を報告する． 

２．先行工区における土留め壁の水 

  平変位挙動   

 営業線から約 40m 離れた先行工区

の掘削断面を図１に示す．上位から

盛土(B 層)，沖積粘性土層(Ac1 層)，沖積砂質土層(As1 層)の下に，層厚約 14m の分厚い沖積粘性土層(Ac2 層, N 値＝0
～3，粘着力 c＝38～107 kN/m2)が分布する地層構成である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 掘削断面(先行工区) 
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 掘削幅は 11.85m，最終深度は GL-12.6m であり，土留め壁は ECO-MW 工法 2)による壁長 25.5m のソイルセメント壁

を採用し，5 段の切梁を架設する．土留め壁の水平変位や切梁軸力を把握するため，土留め壁に多段式傾斜計(地表面よ

り鉛直方向 2m ピッチに配置)を，切梁に油圧ジャッキ圧力計を設置して計測を行った． 
 また，各掘削時の土留め壁水平変位量を土留め弾塑性法を用いて解析した．解析に用いた土質パラメータを表１に示

す.なお，Ac2 層は層厚が厚く，深度により粒度組成が異なることから，5 層に分割して解析を行った． 
最終掘削時における土留め壁の水平変位量に関する計測値と解析値との対比を図２に示す．計測値は，最終掘削底面

よりも少し上部で最大値(約 47mm)となる弓形変形になったのに対して，解析値は，最終掘削底面付近で最大値(約

26mm)となった．両者の変形モードは類似した弓形であったが，最大変位量が倍近く異なる状態であった．これは，本

現場を代表する Ac2 層の水平地盤反力係数を適切に評価できていないことが原因の１つとして考えられる．つまり，設

計時における水平地盤反力係数を過大評価していた可能性と，土留め壁の変形量増大に伴って掘削側地盤が乱されたこ

とによる水平地盤反力係数の低下が可能性 3)として考え

られる．  

３．逆解析による地盤反力係数の再評価と後行工区へ

の適用   

 ここでは，計測値である土留め壁水平変位量と切梁

軸力から，土留め弾塑性法を用いた解析のうち土留め

作用圧はそのままとして，水平地盤反力係数を同定す

る逆解析 4)を最終掘削時において実施した．逆解析によ

り推定した水平地盤反力係数を表２に示す．逆解析の

結果，本現場を代表する Ac2 層(表２着色部分)の水平

地盤反力係数は，約 7000～17000 kN/m3から 1500～
5000 kN/m3まで低下する結果になった．  

先行工区での逆解析結果を後行工区の掘削断面に適

用し，後行工区における最終掘削時の土留め壁水平変

位について対比した結果を図３に示す．原設計に基づ

く解析値に比べて，逆解析によって得られた水平地盤反

力係数を用いた解析値は，より計測値の変形モードおよ

び変形量を適切に表現できることが確認できた．特に，

掘削底面以深の土留め壁水平変位分布については，後者

の解析値は計測値の挙動を的確に示している．なお，地

表面付近の両者の挙動の違いについては，覆工桁による

土留め壁水平変位の抑制が原因の１つとして考えられる． 

４．おわりに 

 得られた知見を以下に示す． 

(1)先行工区における土留め壁水平変位量と切梁軸力に

基づいて逆解析を実施した結果，土留め壁水平変位

量が大きい粘性土層の箇所について，水平地盤反力

係数が小さくなる傾向にあった． 

(2)本結果を隣接した後行工区に適用した結果，解析値

は計測値をより精度よく表現できており，特に，本

現場を代表する分厚い軟弱粘性土層においてこの傾

向が顕著であることを確認した． 
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表２ 水平地盤反力係数の推定(最終掘削時) 

原設計 逆解析

B 1.1 9000 8400
Ac1 0.6 4190 1000
As1 3.1 3600 8300

Ac2-1 3.2 4190 3800
Ac2-2 3.0 6914 1500
Ac2-3 3.0 11132 3000
Ac2-4 3.0 16490 5000
Ac2-5 1.8 17614 25000
As2 2.1 6000 15000
Ac3 0.7 15837 10000

土層名
層厚

[m]
水平地盤反力係数　kh[kN/m3]

図３  後行工区への適用 
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